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会
派
の
意
見

12
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

公
　
明
　
党

　

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会
で
は
、
令

和
７
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
要
望

書
を
12
月
５
日
の
開
会
日
に
合
わ
せ
て

桑
名
龍
吾
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
防
災
対
策

と
し
て
、
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
早

期
策
定
。
少
子
化
対
策
と
し
て
、
幼
児

教
育
・
保
育
を
担
う
民
間
事
業
者
へ
の

支
援
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
。
観
光

振
興
と
し
て
、
「
あ
ん
ぱ
ん
」
、
大
阪

万
博
の
経
済
効
果
の
最
大
化
。
農
林
水

産
業
振
興
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
化
推

進
に
よ
る
生
産
性
向
上
。
社
会
資
本
の

計
画
的
な
整
備
と
長
寿
命
化
。
教
育
関

連
と
し
て
、
市
立
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
学

力
向
上
、
い
じ
め
不
登
校
対
策
の
充
実

な
ど
で
す
。

　

同
日
よ
り
開
会
し
た
12
月
定
例
市
議

会
で
は
、
平
田
文
彦
議
長
の
も
と
本
会

議
で
吉
永
哲
也
議
員
、
藤
川
裕
介
議
員
、

浜
口
卓
也
議
員
、
髙
橋
裕
忠
議
員
、
上

田
亜
矢
子
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
の
抱

え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
観

点
か
ら
個
人
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
委

員
会
審
議
で
は
総
務
常
任
委
員
会
で
横

令
和
７
年
度
機
構
改
革
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
待
と
不
安
！

　

桑
名
市
長
は
２
年
目
に
入
り
、
本
市

の
「
こ
れ
か
ら
」
を
見
据
え
市
役
所
内

の
連
携
強
化
と
業
務
の
効
率
化
を
目
指

し
、
機
構
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

政
策
企
画
部
と
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ

部
を
新
設
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
柔

軟
に
対
応
で
き
る
組
織
と
な
る
よ
う
、

注
視
し
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

12
月
議
会
、
木
村
亘
議
員
は
人
権
、

同
和
を
柱
に
、
神
岡
俊
輔
議
員
は
消
防

の
県
一
広
域
化
一
本
に
絞
り
県
都
と
し

て
の
責
任
あ
る
対
応
を
要
望
、
岡
﨑
豊

議
員
は
機
構
改
革
、
厳
し
い
本
市
の
財

政
課
題
を
言
及
、
岡
﨑
邦
子
議
員
は
新

教
育
長
に
集
中
し
て
質
問
を
展
開
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
深
堀
り
し
、
今

後
も
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
生
活
を
支
え
る
予
算
に
賛
成

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
生
活
支
援
給
付

金
、
障
害
者
自
立
支
援
、
民
間
保
育
所

桑
名
市
政
の
大
規
模
機
構
改
革
に
期
待

　

令
和
７
年
度
に
編
成
さ
れ
る
大
規
模

機
構
改
革
の
条
例
議
案
が
上
程
さ
れ
、

11
年
ぶ
り
に
２
部
を
新
設
す
る
。
そ
の

中
で
も
「
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
」
の

設
置
は
、
文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
通
し
て
観
光
需
要
の
喚
起
や
移
住
・

定
住
の
促
進
を
図
る
と
し
て
い
る
。
令

和
７
年
の
関
西
万
博
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド

ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
な
ど
を
契
機
と
し
て
、

さ
ら
に
高
知
が
注
目
さ
れ
る
効
果
的
な

取
り
組
み
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
市
の
魅
力
発
信
の
た
め
に

行
わ
れ
る「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
高
知
市
の
食
や
文
化
を
含
め
た

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
サ
イ
ト
や
統
一

参
　
政
　
党

日
本
共
産
党

山
公
大
議
員
、
経
済
文
教
常
任
委
員
会

で
は
竹
村
邦
夫
議
員
、
大
田
芳
男
議
員
、

建
設
環
境
常
任
委
員
会
で
は
氏
原
嗣
志

委
員
長
の
も
と
、
和
田
勝
美
議
員
、
厚

生
常
任
委
員
会
で
は
清
水
お
さ
む
議
員
、

甲
木
良
作
議
員
が
提
出
さ
れ
た
議
案
の

審
議
に
臨
み
ま
し
た
。
予
算
決
算
常
任

委
員
会
で
は
戸
田
二
郎
委
員
長
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
市
長
提
出
議
案

お
よ
び
市
議
会
会
議
規
則
改
正
案
に
賛

成
、
意
見
書
議
案
１
件
を
自
主
投
票
、

３
件
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
秋
冬
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
接

種
後
の
健
康
被
害
に
苦
し
ま
れ
て
い
る

方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
会
派
で
は
接

種
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分

に
考
え
て
と
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。

名
刺
も
作
成
す
る
と
い
う
。
職
員
や
市

民
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
な
っ
て
、
全
国

に
「
フ
ァ
ン
」
層
を
広
げ
る
官
民
一
体

の
取
り
組
み
を
応
援
し
た
い
。

期
末
手
当
増
は
ノ
ー

　

議
員
の
期
末
手
当
が
、
国
の
人
事
院

勧
告
に
応
じ
て
ア
ッ
プ
す
る
の
は
本
末

転
倒
。
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
し
た
が
、

特
別
職
の
報
酬
は
、
勧
告
に
従
う
必
要

は
な
い
は
ず
だ
。

へ
の
運
営
補
助
金
な
ど
市
民
の
生
活
を

支
え
る
た
め
の
予
算
を
歓
迎
、
災
害
復

旧
費
や
公
共
工
事
費
を
ゼ
ロ
市
債
事
業

と
し
て
、
来
年
度
早
期
に
工
事
稼
働
で

き
る
こ
と
を
評
価
し
て
賛
成
し
ま
し
た
。

　

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の

継
続
、
拡
充
」
「
学
校
給
食
費
無
償
化

の
検
討
の
加
速
」
「
高
額
療
養
費
制
度

の
限
度
額
等
見
直
し
の
慎
重
審
議
」
な

ど
を
求
め
る
意
見
書
４
件
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で
し
た
。
ま
た
、

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

に
対
す
る
医
療
費
助
成
制
度
」
「
学
校

の
業
務
量
に
見
合
っ
た
教
職
員
配
置
な

ど
」
を
求
め
る
請
願
に
賛
成
し
ま
し
た

が
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

さ
き
が
け
高
知


